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(57)【要約】
【課題】３Ｄコンテンツの検出に優れたコンテンツ検出
装置を提供すること。
【解決手段】コンテンツ検出装置は、検出手段と、出力
手段とを備える。前記検出手段は、３Ｄ識別情報に基づ
き第１の３Ｄコンテンツを検出するための第１の３Ｄ検
出処理を実行し、３Ｄ関連文字情報に基づき第２の３Ｄ
コンテンツを検出するための第２の３Ｄ検出処理を実行
する。前記出力手段は、前記第１及び第２の３Ｄ検出処
理のうちの少なくとも一つの検出処理に応じて、３Ｄ検
出結果情報を出力する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３Ｄ識別情報に基づき第１の３Ｄコンテンツを検出するための第１の３Ｄ検出処理を実
行し、３Ｄ関連文字情報に基づき第２の３Ｄコンテンツを検出するための第２の３Ｄ検出
処理を実行する検出手段と、
　前記第１及び第２の３Ｄ検出処理のうちの少なくとも一つの検出処理に応じて、３Ｄ検
出結果情報を出力する出力手段と、
　を備えるコンテンツ検出装置。
【請求項２】
　前記出力手段は、前記第１の３Ｄ検出処理の実行に対応して、前記３Ｄ識別情報に基づ
き検出された前記第１の３Ｄコンテンツに関する情報を含む第１の３Ｄ検出結果情報を出
力し、前記第２の３Ｄ検出処理の実行に対応して、前記３Ｄ関連文字情報に基づき検出さ
れた前記第２の３Ｄコンテンツに関する情報を含む第２の３Ｄ検出結果情報を出力する請
求項１記載のコンテンツ検出装置。
【請求項３】
　前記出力手段は、第１の信頼性で前記第１の３Ｄコンテンツを検出したことを示す前記
第１の３Ｄ検出結果情報を出力し、前記第１の信頼性より低い第２の信頼性で前記第２の
３Ｄコンテンツを検出したことを示す前記第２の３Ｄ検出結果情報を出力する請求項２記
載のコンテンツ検出装置。
【請求項４】
　前記出力手段は、前記第１及び第２の３Ｄ検出処理の少なくとも一つの検出処理の指定
を受け付ける画面を表示するための表示情報を出力する請求項１乃至３の何れか１項記載
のコンテンツ検出装置。
【請求項５】
　前記検出手段は、放送信号から前記３Ｄコンテンツ識別情報を検出し、前記放送信号か
ら前記３Ｄ関連文字情報を検出する請求項１乃至４の何れか１項記載のコンテンツ検出装
置。
【請求項６】
　前記検出手段は、２Ｄ識別情報に基づき第１の２Ｄコンテンツを検出する第１の２Ｄ検
出処理を実行し、２Ｄ関連文字情報に基づき第２の２Ｄコンテンツを検出する第２の２Ｄ
検出処理を実行し、
　前記出力手段は、前記第１及び第２の２Ｄ検出処理のうちの少なくとも一つの検出処理
に応じて、２Ｄ検出結果情報を出力する請求項１乃至５の何れか１項記載のコンテンツ検
出装置。
【請求項７】
　前記３Ｄ検出結果情報を表示する表示手段を備える請求項１乃至６の何れか１項記載の
コンテンツ検出装置。
【請求項８】
　３Ｄ識別情報に基づき第１の３Ｄコンテンツを検出するための第１の３Ｄ検出処理を実
行し、３Ｄ関連文字情報に基づき第２の３Ｄコンテンツを検出するための第２の３Ｄ検出
処理を実行し、
　前記第１及び第２の３Ｄ検出処理のうちの少なくとも一つの検出処理に応じて、３Ｄ検
出結果情報を出力するコンテンツ検出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、コンテンツ検出装置及びコンテンツ検出方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、３Ｄ映像（3-dimensional image）に対応したデジタルテレビ等の３Ｄ映像再生
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装置が普及し始めている。また、３Ｄ静止画像を記録することが可能なデジタルカメラ、
又は３Ｄ動画像を記録することが可能なデジタルビデオカメラ等も普及し始めている。
【０００３】
　例えば、上記３Ｄ映像再生装置は、放送信号により提供される３Ｄ映像番組、デジタル
カメラ等により記録された３Ｄ静止画像、及びデジタルビデオカメラ等により記録された
３Ｄ動画像を再生することができる。
【０００４】
　また、上記した３Ｄ映像再生装置は、これまで通り、２Ｄ映像（2-dimensional image
）番組、２Ｄ静止画像、及び２Ｄ動画像を再生することもできる。
【０００５】
　このような背景から、上記した３Ｄ映像再生装置において、３Ｄ映像番組、３Ｄ静止画
像、及び３Ｄ動画像等の３Ｄコンテンツを検索したいという要望が挙げられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－６１１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、３Ｄコンテンツの検出に優れたコンテンツ検出装置
及びコンテンツ検出方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態のコンテンツ検出装置は、検出手段と、出力手段とを備える。前記検出手段は
、３Ｄ識別情報に基づき第１の３Ｄコンテンツを検出するための第１の３Ｄ検出処理を実
行し、３Ｄ関連文字情報に基づき第２の３Ｄコンテンツを検出するための第２の３Ｄ検出
処理を実行する。前記出力手段は、前記第１及び第２の３Ｄ検出処理のうちの少なくとも
一つの検出処理に応じて、３Ｄ検出結果情報を出力する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】各実施形態に係るデジタルテレビジョン放送受信装置（コンテンツ検出装置又は
コンテンツ検索装置）の概略構成の一例を示す図である。
【図２】第１の実施形態に係るコンテンツ検索条件設定画面の一例を示す図である。
【図３】第１の実施形態に係るコンテンツ検索処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】第１の実施形態に係るコンテンツ検索結果表示画面の第１例を示す図である。
【図５】第１の実施形態に係るコンテンツ検索結果表示画面の第２例を示す図である。
【図６】第１の実施形態に係るコンテンツ検索結果表示画面の第３例を示す図である。
【図７】第１の実施形態に係るコンテンツ検索結果表示画面の第４例を示す図である。
【図８】第１の実施形態に係るコンテンツ検索結果表示画面の第５例を示す図である。
【図９】第１の実施形態に係るコンテンツ検索結果表示画面の第６例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、各実施形態について説明する。
【００１１】
　図１は、各実施形態に係るデジタルテレビジョン放送受信装置（コンテンツ検出装置又
はコンテンツ検索装置）の概略構成の一例を示す図である。なお、図１に示すデジタルテ
レビジョン放送受信装置は、３Ｄ映像（3-dimensional image）に対応した３Ｄ映像処理
装置である。
【００１２】
　例えば、デジタルテレビジョン放送受信装置は、３Ｄ映像番組を含む放送信号及び２Ｄ
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映像番組を含む放送信号を受信し、３Ｄ映像番組及び２Ｄ映像番組を記録したり、３Ｄ映
像番組及び２Ｄ映像番組を再生（表示）したりすることができる。
【００１３】
　また、デジタルテレビジョン放送受信装置は、ＵＳＢ端子等を介してデジタルカメラと
接続し、デジタルカメラにより記録された３Ｄ静止画像及び２Ｄ静止画像を受信し、３Ｄ
静止画像及び２Ｄ静止画像を記録したり、３Ｄ静止画像及び２Ｄ静止画像を再生（表示）
したりすることができる。
【００１４】
　さらに、デジタルテレビジョン放送受信装置は、ＵＳＢ端子等を介してデジタルビデオ
カメラと接続し、デジタルビデオカメラにより記録された３Ｄ動画像及び２Ｄ動画像を受
信し、３Ｄ動画像及び２Ｄ動画像を記録したり、３Ｄ動画像及び２Ｄ動画像を再生（表示
）したりすることができる。
【００１５】
　即ち、デジタルテレビジョン放送受信装置は、３Ｄ映像番組、３Ｄ静止画像、及び３Ｄ
動画像（以下、これらを３Ｄコンテンツと称する）を処理することができ、且つ、２Ｄ映
像番組、２Ｄ静止画像、及び２Ｄ動画像（以下、これらを２Ｄコンテンツと称する）も処
理することができる。
【００１６】
　各実施形態では、デジタルテレビジョン放送受信装置によるコンテンツ検出又はコンテ
ンツ検索について説明する（以下、用語「検索」は用語「検出」と読み替えてもよいし、
また用語「検出」は「検索」と読み替えてもよい）。しかしながら、各実施形態のコンテ
ンツ検索は、デジタルテレビジョン放送受信装置によるコンテンツ検索だけに限定される
ものではない。３Ｄ映像処理及び２Ｄ映像処理に対応した各種のレコーダ及びプレイヤー
により以下説明するコンテンツ検索を実現することも可能である。
【００１７】
　図１を参照して、デジタルテレビジョン放送受信装置１００について説明する。図１に
示すように、ＢＳ／ＣＳデジタル放送受信用のアンテナ４７で受信した衛星デジタルテレ
ビジョン放送信号は、入力端子４８を介して衛星デジタル放送用のチューナ４９に供給さ
れ、チューナ４９は、指定されたチャンネルの放送信号を選択する。
【００１８】
　そして、このチューナ４９で選択された放送信号は、ＰＳＫ（phase shift keying）復
調モジュール５０に供給されて、デジタルの映像信号及び音声信号に復調された後、信号
処理モジュール５１に出力される。
【００１９】
　また、地上波放送受信用のアンテナ５２で受信した地上デジタルテレビジョン放送信号
は、入力端子５３を介して地上デジタル放送用のチューナ５４に供給され、チューナ５４
は、指定されたチャンネルの放送信号を選択する。
【００２０】
　そして、このチューナ５４で選択された放送信号は、ＯＦＤＭ（orthogonal frequency
 division multiplexing）復調モジュール５５に供給されて、デジタルの映像信号及び音
声信号に復調された後、上記信号処理モジュール５１に出力される。
【００２１】
　また、上記地上波放送受信用のアンテナ５２で受信した地上アナログテレビジョン放送
信号は、入力端子５３を介して地上アナログ放送用のチューナ５６に供給され、チューナ
５６は指定されたチャンネルの放送信号を選択する。そして、このチューナ５６で選択さ
れた放送信号は、アナログ復調モジュール５７に供給されてアナログの映像信号及び音声
信号に復調された後、上記信号処理モジュール５１に出力される。
【００２２】
　ここで、上記信号処理モジュール５１は、ＰＳＫ復調モジュール５０及びＯＦＤＭ復調
モジュール５５からそれぞれ供給されたデジタルの映像信号及び音声信号に対して、選択



(5) JP 2012-182579 A 2012.9.20

10

20

30

40

50

的に所定のデジタル信号処理を施し、グラフィック処理モジュール５８及び音声処理モジ
ュール５９に出力している。
【００２３】
　また、上記信号処理モジュール５１には、複数（図示の場合は４つ）の入力端子６０ａ
，６０ｂ，６０ｃ，６０ｄが接続されている。これら入力端子６０ａ～６０ｄは、それぞ
れ、アナログの映像信号及び音声信号を、デジタルテレビジョン放送受信装置１００の外
部から入力可能とするものである。
【００２４】
　そして、この信号処理モジュール５１は、上記アナログ復調モジュール５７及び各入力
端子６０ａ～６０ｄからそれぞれ供給されたアナログの映像信号及び音声信号を選択的に
デジタル化し、そのデジタル化された映像信号及び音声信号に対して所定のデジタル信号
処理を施した後、グラフィック処理モジュール５８及び音声処理モジュール５９に出力し
ている。
【００２５】
　このうち、グラフィック処理モジュール５８は、信号処理モジュール５１から供給され
るデジタルの映像信号に、ＯＳＤ（on screen display）信号生成モジュール６１で生成
されるＯＳＤ信号を重畳して出力する機能を有する。このグラフィック処理モジュール５
８は、信号処理モジュール５１の出力映像信号と、ＯＳＤ信号生成モジュール６１の出力
ＯＳＤ信号とを選択的に出力すること、また、両出力を組み合わせて出力することができ
る。
【００２６】
　そして、グラフィック処理モジュール５８から出力されたデジタルの映像信号は、映像
処理モジュール６２に供給される。映像処理モジュール６２により処理された映像信号は
、映像表示部１４に供給され、また出力端子６３にも供給される。映像表示部１４は、映
像信号に基づく映像を表示し、出力端子６３に対して外部機器が接続されると、出力端子
６３に供給された映像信号は、外部機器へ入力される。
【００２７】
　また、上記音声処理モジュール５９は、入力されたデジタルの音声信号を、前記スピー
カ１５で再生可能なアナログ音声信号に変換した後、スピーカ１５に出力して音声出力さ
せるとともに、出力端子６４を介して外部に導出させる。
【００２８】
　なお、デジタルテレビジョン放送受像装置１００の制御モジュール６５が、上記した信
号処理等を含む全ての処理及び動作を統括的に制御する。制御モジュール６５は、ＣＰＵ
（central processing unit）等により構成されている。制御モジュール６５は、操作部
１６からの操作情報、または、前記リモートコントローラ１７から送出され受光部１８を
介して受信した操作情報に基づき、操作内容が反映されるように各モジュールをそれぞれ
制御している。
【００２９】
　この場合、制御モジュール６５は、主として、ＣＰＵが実行する制御プログラムを格納
したＲＯＭ（read only memory）６６と、ＣＰＵに作業エリアを提供するＲＡＭ（random
 access memory）６７と、各種の設定情報及び制御情報等が格納される不揮発性メモリ６
８とを利用している。
【００３０】
　また、この制御モジュール６５は、カードＩ／Ｆ（interface）６９を介して、メモリ
カード１９が装着可能なカードホルダ７０に接続されている。これによって、制御モジュ
ール６５は、カードホルダ７０に装着されたメモリカード１９と、カードＩ／Ｆ６９を介
して情報伝送を行なうことができる。
【００３１】
　また、上記制御モジュール６５は、通信Ｉ／Ｆ７３を介してＬＡＮ端子２１と接続され
ている。これにより、制御モジュール６５は、ＬＡＮ端子２１に接続されたＬＡＮケーブ
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ル、及び通信Ｉ／Ｆ７３を介して情報を送受信することができる。例えば、制御モジュー
ル６５は、ＬＡＮケーブル及び通信Ｉ／Ｆ７３を介して、サーバから配信されるコンテン
ツを受信することができる。
【００３２】
　さらに、上記制御モジュール６５は、ＨＤＭＩ Ｉ／Ｆ７４を介してＨＤＭＩ端子２２
と接続されている。これにより、制御モジュール６５は、ＨＤＭＩ端子２２に接続された
ＨＤＭＩ対応機器と、ＨＤＭＩ Ｉ／Ｆ７４を介して情報伝送を行なうことができる。
【００３３】
　さらに、上記制御モジュール６５は、ＵＳＢ Ｉ／Ｆ７６を介してＵＳＢ端子２４と接
続されている。これにより、制御モジュール６５は、ＵＳＢ端子２４に接続されたＵＳＢ
対応機器（デジタルカメラ、デジタルビデオカメラなど）と、ＵＳＢ Ｉ／Ｆ７６を介し
て情報伝送を行なうことができる。
【００３４】
　さらに、上記制御モジュール６５は、不揮発性メモリ６８に記憶された録画予約リスト
に含まれた録画予約情報を参照し、受信信号に基づくコンテンツの録画動作を制御する。
録画先としては、例えば内蔵ＨＤＤ１０１がある。
【００３５】
　さらに、上記制御モジュール６５は、明るさセンサー７１からの明るさ検出レベルに基
づき、映像表示部１４のバックライトの明るさを制御する。また、上記制御モジュール６
５は、カメラ７２からの動画情報に基づき、映像表示部１４の対向位置のユーザ有無を判
定し、映像表示部１４の映像をオン／オフ制御する。
【００３６】
　さらに、上記制御モジュール６５は、コンテンツ検索モジュール１０２を備え、制御モ
ジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２が、後述するコンテンツ検索処理等を
実行する。
【００３７】
　次に、デジタルテレビジョン放送受像装置１００（制御モジュール６５及びコンテンツ
検索モジュール１０２）によるコンテンツ検索の一例について説明する。
【００３８】
　（（第１の実施形態））
　図２～図９を参照して、第１の実施形態について説明する。図２は、第１の実施形態に
係るコンテンツ検索条件設定画面の一例を示す図である。図３は、第１の実施形態に係る
コンテンツ検索処理の一例を示すフローチャートである。図４～図９は、第１の実施形態
に係るコンテンツ検索結果表示画面の第１例～第６例を示す図である。
【００３９】
　例えば、コンテンツ検索を希望するユーザは、操作部１６又はリモートコントローラ１
７を介して、コンテンツ検索条件の設定を指示する。これに対応して、制御モジュール６
５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、コンテンツ検索条件設定画面を表示するため
の制御を実行する。これに対応して、グラフィック処理モジュール５８、ＯＳＤ信号生成
モジュール６１、及び映像処理モジュール６２は、コンテンツ検索条件設定画面を表示す
るための表示情報を出力する。これに対応して、映像表示部１４は、例えば、図２に示す
ようなコンテンツ検索条件設定画面を表示する。例えば、コンテンツ検索条件設定画面は
、第１の３Ｄ検出処理の設定を受け付ける第１の３Ｄ検出処理設定項目ＳＥＴ１、第２の
３Ｄ検出処理の設定を受け付ける第２の３Ｄ検出処理設定項目ＳＥＴ２を含み、第１及び
第２の３Ｄ検出処理のうちの少なくとも一つの検出処理の設定を受け付けるための画面で
ある。
【００４０】
　（第１の３Ｄ検索処理）
　ユーザが、操作部１６又はリモートコントローラ１７を介して、コンテンツ検索条件設
定画面から、第１の３Ｄ検出処理設定項目ＳＥＴ１を選択し、さらに、決定を選択すると
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、これに対応して、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、第１の
３Ｄ検出処理を実行し、３Ｄフラグ（３Ｄ識別情報）に基づき第１の３Ｄコンテンツを検
出する。
【００４１】
　例えば、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、入力端子４８、
５３を介して入力される放送信号から、３Ｄフラグを検出し、３Ｄフラグを含む番組又は
３Ｄフラグに対応付けられた番組を３Ｄ映像番組として検出する。また、制御モジュール
６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、入力端子４８、５３を介して入力される放
送信号に含まれた電子番組ガイドから３Ｄフラグを検出し、この３Ｄフラグに対応付けら
れた番組を３Ｄ映像番組として検出することもできる。さらに、制御モジュール６５及び
コンテンツ検索モジュール１０２は、通信Ｉ／Ｆ７３を介して入力される入力データに含
まれた電子番組ガイドから３Ｄフラグを検出し、この３Ｄフラグに対応付けられた番組を
３Ｄ映像番組として検出することもできる。
【００４２】
　さらに、上記の検出に加えて、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０
２は、内蔵ＨＤＤ１０１に記録された各番組から３Ｄフラグを検出し、３Ｄフラグを含む
番組を３Ｄ映像番組として検出することもできる。さらに、制御モジュール６５及びコン
テンツ検索モジュール１０２は、内蔵ＨＤＤ１０１に記録された各静止画像から３Ｄフラ
グを検出し、３Ｄフラグを含む静止画像を３Ｄ静止画像として検出することもできる。さ
らに、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、内蔵ＨＤＤ１０１に
記録された各動画像から３Ｄフラグを検出し、３Ｄフラグを含む動画像を３Ｄ動画像とし
て検出することもできる。
【００４３】
　また、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、内蔵ＨＤＤ１０１
に記録された管理情報から３Ｄフラグを検出し、この３Ｄフラグに対応付けられた番組を
３Ｄ映像番組として検出したり、又はこの３Ｄフラグに対応付けられた静止画像を３Ｄ静
止画像として検出したり、又はこの３Ｄフラグに対応付けられた動画像を３Ｄ動画像とし
て検出することもできる。
【００４４】
　上記したように、３Ｄ映像番組等の検索が完了すると、制御モジュール６５及びコンテ
ンツ検索モジュール１０２は、コンテンツ検索結果表示画面を表示するための制御を実行
する。これに対応して、グラフィック処理モジュール５８、ＯＳＤ信号生成モジュール６
１、及び映像処理モジュール６２は、コンテンツ検索結果表示画面を表示するための表示
情報を出力する。これに対応して、映像表示部１４は、例えば、図４及び図５に示すよう
なコンテンツ検索結果表示画面を表示する。
【００４５】
　例えば、図４に示すように、コンテンツ検索結果表示画面（３Ｄフラグに基づく検索結
果）は、３Ｄ検出結果情報（第１の３Ｄ検出結果情報）としての３Ｄ検出項目Ａ１等を含
む。例えば、３Ｄ検出項目Ａ１は、３ＤアイコンＡ１１、コンテンツ種別情報Ａ１２、チ
ャンネル識別情報Ａ１３、３Ｄ映像番組タイトルＡ１４、放送日時情報Ａ１５等を含む。
３ＤアイコンＡ１１は、３Ｄコンテンツである可能性が高いことを示す情報（第１の信頼
性で検出されたコンテンツであることを示す情報）である。
【００４６】
　例えば、ユーザが、操作部１６又はリモートコントローラ１７を介して、３Ｄ検出項目
Ａ１を選択すると、これに対応して、制御モジュール６５は、３Ｄ映像番組タイトルＡ１
４の再生（視聴）を開始するための制御を実行し、これに対応して、映像処理モジュール
６２及び音声処理モジュール５９は、３Ｄ映像番組タイトルＡ１４の再生（視聴）を開始
する。
【００４７】
　或いは、３Ｄ検出項目Ａ１の選択に対応して、制御モジュール６５は、３Ｄ映像番組タ
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イトルＡ１４の再生（視聴）の予約画面を表示するための制御を実行し、グラフィック処
理モジュール５８、ＯＳＤ信号生成モジュール６１、及び映像処理モジュール６２は、３
Ｄ映像番組タイトルＡ１４の再生（視聴）の予約画面を表示するための表示情報を出力し
、映像表示部１４は、３Ｄ映像番組タイトルＡ１４の再生（視聴）の予約画面を表示する
。ユーザが、操作部１６又はリモートコントローラ１７を介して、３Ｄ映像番組タイトル
Ａ１４の再生（視聴）の予約画面から予約を指定すると、制御モジュール６５は、予約を
受け付け、受け付けた予約に基づき３Ｄ映像番組タイトルＡ１４の再生（視聴）を制御す
る。
【００４８】
　或いは、３Ｄ検出項目Ａ１の選択に対応して、制御モジュール６５は、３Ｄ映像番組タ
イトルＡ１４の録画の予約画面を表示するための制御を実行し、グラフィック処理モジュ
ール５８、ＯＳＤ信号生成モジュール６１、及び映像処理モジュール６２は、３Ｄ映像番
組タイトルＡ１４の録画の予約画面を表示するための表示情報を出力し、映像表示部１４
は、３Ｄ映像番組タイトルＡ１４の録画の予約画面を表示する。ユーザが、操作部１６又
はリモートコントローラ１７を介して、３Ｄ映像番組タイトルＡ１４の録画の予約画面か
ら予約を指定すると、制御モジュール６５は、予約を受け付け、受け付けた予約に基づき
３Ｄ映像番組タイトルＡ１４の録画を制御する。
【００４９】
　以上により、ユーザは、３Ｄである可能性の高い３Ｄコンテンツの検索結果を知ること
ができ、また、コンテンツ検索結果表示画面から３Ｄコンテンツの再生（視聴）を開始し
たり、３Ｄコンテンツの再生（視聴）を予約したり、３Ｄコンテンツの録画を予約したり
することができる。
【００５０】
　或いは、図５に示すように、コンテンツ検索結果表示画面（３Ｄフラグに基づく検索結
果）は、３Ｄ検出結果情報（第１の３Ｄ検出結果情報）として３Ｄ検出項目Ａ１、Ｂ１、
Ｃ１、Ｄ１等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ａ１は、３ＤアイコンＡ１１、コンテンツ種
別情報Ａ１２、チャンネル識別情報Ａ１３、３Ｄ映像番組タイトルＡ１４、放送日時情報
Ａ１５等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ｂ１は、３ＤアイコンＢ１１、コンテンツ種別情
報Ｂ１２、チャンネル識別情報Ｂ１３、３Ｄ映像番組タイトルＢ１４、録画日時情報Ｂ１
５等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ｃ１は、３ＤアイコンＣ１１、コンテンツ種別情報Ｃ
１２、３Ｄ静止画タイトルＣ１４、撮影日時情報Ｃ１５等を含む。例えば、３Ｄ検出項目
Ｄ１は、３ＤアイコンＤ１１、コンテンツ種別情報Ｄ１２、３Ｄ動画像タイトルＤ１４、
撮影日時情報Ｄ１５等を含む。３ＤアイコンＡ１１、Ｂ１１、Ｃ１１、Ｄ１１は、３Ｄコ
ンテンツである可能性が高いことを示す情報（第１の信頼性で検出されたコンテンツであ
ることを示す情報）である。
【００５１】
　例えば、ユーザが、操作部１６又はリモートコントローラ１７を介して、３Ｄ検出項目
Ｂ１を選択すると、これに対応して、制御モジュール６５は、内蔵ＨＤＤ１０１等に記録
された３Ｄ映像番組タイトルＢ１４の再生（視聴）を開始するための制御を実行し、これ
に対応して、映像処理モジュール６２及び音声処理モジュール５９は、３Ｄ映像番組タイ
トルＢ１４の再生（視聴）を開始する。或いは、ユーザが、操作部１６又はリモートコン
トローラ１７を介して、３Ｄ検出項目Ｃ１を選択すると、これに対応して、制御モジュー
ル６５は、３Ｄ静止画タイトルＣ１４の再生（視聴）を開始するための制御を実行し、こ
れに対応して、映像処理モジュール６２は、３Ｄ静止画タイトルＣ１４の再生を開始する
。或いは、ユーザが、操作部１６又はリモートコントローラ１７を介して、３Ｄ検出項目
Ｄを選択すると、これに対応して、制御モジュール６５は、３Ｄ動画像タイトルＤ１４の
再生（視聴）を開始するための制御を実行し、これに対応して、映像処理モジュール６２
は、３Ｄ動画像タイトルＤ１４の再生を開始する。
【００５２】
　以上により、ユーザは、３Ｄである可能性の高い様々な３Ｄコンテンツの検索結果を知
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ることができ、また、コンテンツ検索結果表示画面から様々な３Ｄコンテンツの再生を開
始することができる。
【００５３】
　（第２の３Ｄ検索処理）
　ユーザが、操作部１６又はリモートコントローラ１７を介して、コンテンツ検索条件設
定画面から、第２の３Ｄ検出処理設定項目ＳＥＴ２を選択し、さらに、決定を選択すると
、これに対応して、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、第２の
３Ｄ検出処理を実行し、３Ｄ関連文字情報（「３Ｄ」、「立体」等の文字）に基づき第２
の３Ｄコンテンツを検出する。
【００５４】
　例えば、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、入力端子４８、
５３を介して入力される放送信号に含まれた電子番組ガイドから３Ｄ関連文字情報を検出
し、この３Ｄ関連文字情報に対応付けられた番組を３Ｄ映像番組として検出する。さらに
、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、通信Ｉ／Ｆ７３を介して
入力される入力データに含まれた電子番組ガイドから３Ｄ関連文字情報を検出し、この３
Ｄ関連文字情報に対応付けられた番組を３Ｄ映像番組として検出する。
【００５５】
　さらに、上記の検出に加えて、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０
２は、内蔵ＨＤＤ１０１に記録された各番組の管理情報から３Ｄ関連文字情報を検出し、
この３Ｄ関連文字情報に対応付けられた番組を３Ｄ映像番組として検出することもできる
。さらに、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、内蔵ＨＤＤ１０
１に記録された各静止画像の管理情報から３Ｄ関連文字情報を検出し、この３Ｄ関連文字
情報に対応付けられた静止画像を３Ｄ静止画像として検出することもできる。さらに、制
御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、内蔵ＨＤＤ１０１に記録され
た各動画像の管理情報から３Ｄ関連文字情報を検出し、この３Ｄ関連文字情報に対応付け
られた動画像を３Ｄ動画像として検出することもできる。
【００５６】
　上記したように、３Ｄ映像番組等の検索が完了すると、制御モジュール６５及びコンテ
ンツ検索モジュール１０２は、コンテンツ検索結果表示画面を表示するための制御を実行
する。これに対応して、グラフィック処理モジュール５８、ＯＳＤ信号生成モジュール６
１、及び映像処理モジュール６２は、コンテンツ検索結果表示画面を表示するための表示
情報を出力する。これに対応して、映像表示部１４は、例えば、図６及び図７に示すよう
なコンテンツ検索結果表示画面を表示する。
【００５７】
　例えば、図６に示すように、コンテンツ検索結果表示画面（３Ｄ文字に基づく検索結果
）は、３Ｄ検出結果情報（第２の３Ｄ検出結果情報）としての３Ｄ検出項目Ａ２等を含む
。例えば、３Ｄ検出項目Ａ２は、暫定３ＤアイコンＡ２１、コンテンツ種別情報Ａ２２、
チャンネル識別情報Ａ２３、３Ｄ映像番組タイトルＡ２４、放送日時情報Ａ２５等を含む
。暫定３ＤアイコンＡ２１は、３Ｄコンテンツである可能性が低いことを示す情報（第２
の信頼性で検出されたコンテンツであることを示す情報）である。
【００５８】
　３Ｄ検出項目Ａ２の選択に対応した各処理は、上記説明した３Ｄ検出項目Ａ１の選択に
対応した各処理と実質的に同じであるため、３Ｄ検出項目Ａ２の選択に対応した各処理の
説明は省略する。
【００５９】
　以上により、ユーザは、３Ｄである可能性の低い３Ｄコンテンツの検索結果を知ること
ができ、また、コンテンツ検索結果表示画面から３Ｄコンテンツの再生（視聴）を開始し
たり、３Ｄコンテンツの再生（視聴）を予約したり、３Ｄコンテンツの録画を予約したり
することができる。
【００６０】
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　或いは、図７に示すように、コンテンツ検索結果表示画面（３Ｄ文字に基づく検索結果
）は、３Ｄ検出結果情報（第２の３Ｄ検出結果情報）として３Ｄ検出項目Ａ２、Ｂ２、Ｃ
２、Ｄ２等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ａ２は、暫定３ＤアイコンＡ２１、コンテンツ
種別情報Ａ２２、チャンネル識別情報Ａ２３、３Ｄ映像番組タイトルＡ２４、放送日時情
報Ａ２５等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ｂ２は、暫定３ＤアイコンＢ２１、コンテンツ
種別情報Ｂ２２、チャンネル識別情報Ｂ２３、３Ｄ映像番組タイトルＢ２４、録画日時情
報Ｂ２５等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ｃ２は、暫定３ＤアイコンＣ２１、コンテンツ
種別情報Ｃ２２、３Ｄ静止画タイトルＣ２４、撮影日時情報Ｃ２５等を含む。例えば、３
Ｄ検出項目Ｄ２は、暫定３ＤアイコンＤ２１、コンテンツ種別情報Ｄ２２、３Ｄ動画像タ
イトルＤ２４、撮影日時情報Ｄ２５等を含む。暫定３ＤアイコンＡ２１、Ｂ２１、Ｃ２１
、Ｄ２１は、３Ｄコンテンツである可能性が低いことを示す情報（第２の信頼性で検出さ
れたコンテンツであることを示す情報）である。
【００６１】
　３Ｄ検出項目Ａ２、Ｂ２、Ｃ２、又はＤ２の選択に対応した各処理は、上記説明した３
Ｄ検出項目Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、又はＤ１の選択に対応した各処理と実質的に同じであるた
め、３Ｄ検出項目Ａ２、Ｂ２、Ｃ２、又はＤ２の選択に対応した各処理の説明は省略する
。
【００６２】
　以上により、ユーザは、３Ｄである可能性の低い様々な３Ｄコンテンツの検索結果を知
ることができ、また、コンテンツ検索結果表示画面から様々な３Ｄコンテンツの再生を開
始することができる。
【００６３】
　（第３の３Ｄ検索処理）
　ユーザが、操作部１６又はリモートコントローラ１７を介して、コンテンツ検索条件設
定画面から、第１の３Ｄ検出処理設定項目ＳＥＴ１及び第２の３Ｄ検出処理設定項目ＳＥ
Ｔ２を選択し、さらに、決定を選択すると、これに対応して、制御モジュール６５及びコ
ンテンツ検索モジュール１０２は、第３の３Ｄ検出処理を実行する（図３に示すフローチ
ャート参照）。つまり、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、第
１の３Ｄ検索処理と第２の３Ｄ検索処理とを実行する。即ち、図３に示すように、制御モ
ジュール６５及びコンテンツ検索モジュール１０２は、３Ｄフラグに基づき第１の３Ｄコ
ンテンツを検出し（ＳＴ１、ＹＥＳ→ＳＴ２）、３Ｄ関連文字情報に基づき第２の３Ｄコ
ンテンツを検出し（ＳＴ３、ＹＥＳ→ＳＴ４）、３Ｄフラグ及び３Ｄ関連文字情報から検
出できないコンテンツを２Ｄ／３Ｄ判別不能コンテンツとして検出する（ＳＴ５）。なお
、第１及び第２の３Ｄ検索処理は、既に詳しく説明しているので、ここでは詳細な説明は
省略する。
【００６４】
　第３の３Ｄ検索処理が完了すると、制御モジュール６５及びコンテンツ検索モジュール
１０２は、コンテンツ検索結果表示画面を表示するための制御を実行する。これに対応し
て、グラフィック処理モジュール５８、ＯＳＤ信号生成モジュール６１、及び映像処理モ
ジュール６２は、コンテンツ検索結果表示画面を表示するための表示情報を出力する。こ
れに対応して、映像表示部１４は、例えば、図８及び図９に示すようなコンテンツ検索結
果表示画面を表示する。
【００６５】
　例えば、図８に示すように、コンテンツ検索結果表示画面（３Ｄフラグ及び３Ｄ文字に
基づく検索結果）は、３Ｄ検出結果情報（第１及び第２の３Ｄ検出結果情報）としての３
Ｄ検出項目Ａ１、Ａ２等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ａ１は、３ＤアイコンＡ１１、コ
ンテンツ種別情報Ａ１２、チャンネル識別情報Ａ１３、３Ｄ映像番組タイトルＡ１４、放
送日時情報Ａ１５等を含む。３ＤアイコンＡ１１は、３Ｄコンテンツである可能性が高い
ことを示す情報（第１の信頼性で検出されたコンテンツであることを示す情報）である。
また、３Ｄ検出項目Ａ２は、暫定３ＤアイコンＡ２１、コンテンツ種別情報Ａ２２、チャ
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ンネル識別情報Ａ２３、３Ｄ映像番組タイトルＡ２４、放送日時情報Ａ２５等を含む。暫
定３ＤアイコンＡ２１は、３Ｄコンテンツである可能性が低いことを示す情報（第２の信
頼性で検出されたコンテンツであることを示す情報）である。
【００６６】
　３Ｄ検出項目Ａ１、Ａ２の選択に対応した各処理は、既に説明した通りである。
【００６７】
　以上により、ユーザは、３Ｄである可能性の高い３Ｄコンテンツ、及び３Ｄである可能
性の低い３Ｄコンテンツの検索結果を知ることができ、また、コンテンツ検索結果表示画
面からこれら３Ｄコンテンツの再生（視聴）を開始したり、これら３Ｄコンテンツの再生
（視聴）を予約したり、これら３Ｄコンテンツの録画を予約したりすることができる。
【００６８】
　或いは、図９に示すように、コンテンツ検索結果表示画面（３Ｄフラグ及び３Ｄ文字に
基づく検索結果）は、３Ｄ検出結果情報（第１及び第２の３Ｄ検出結果情報）として３Ｄ
検出項目Ａ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｄ２等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ａ１は、３Ｄアイコン
Ａ１１、コンテンツ種別情報Ａ１２、チャンネル識別情報Ａ１３、３Ｄ映像番組タイトル
Ａ１４、放送日時情報Ａ１５等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ｂ２は、暫定３Ｄアイコン
Ｂ２１、コンテンツ種別情報Ｂ２２、チャンネル識別情報Ｂ２３、３Ｄ映像番組タイトル
Ｂ２４、録画日時情報Ｂ２５等を含む。例えば、３Ｄ検出項目Ｃ１は、３ＤアイコンＣ１
１、コンテンツ種別情報Ｃ１２、３Ｄ静止画タイトルＣ１４、撮影日時情報Ｃ１５等を含
む。例えば、３Ｄ検出項目Ｄ２は、暫定３ＤアイコンＤ２１、コンテンツ種別情報Ｄ２２
、３Ｄ動画像タイトルＤ２４、撮影日時情報Ｄ２５等を含む。３ＤアイコンＡ１１、Ｃ１
１は、３Ｄコンテンツである可能性が高いことを示す情報（第１の信頼性で検出されたコ
ンテンツであることを示す情報）である。暫定３ＤアイコンＢ２１、Ｄ２１は、３Ｄコン
テンツである可能性が低いことを示す情報（第２の信頼性で検出されたコンテンツである
ことを示す情報）である。
【００６９】
　３Ｄ検出項目Ａ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｄ２の選択に対応した各処理は、既に説明した通りで
ある。
【００７０】
　以上により、ユーザは、３Ｄである可能性の高い様々な３Ｄコンテンツ、及び３Ｄであ
る可能性の低い様々な３Ｄコンテンツの検索結果を知ることができ、また、コンテンツ検
索結果表示画面からこれら３Ｄコンテンツの再生（視聴）を開始したり、これら３Ｄコン
テンツの再生（視聴）を予約したり、これら３Ｄコンテンツの録画を予約したりすること
ができる。
【００７１】
　（（第２の実施形態））
　第１の実施形態では、デジタルテレビジョン放送受信装置（コンテンツ検出装置又はコ
ンテンツ検索装置）が、３Ｄフラグ（３Ｄ識別情報）に基づき第１の３Ｄコンテンツを検
出する第１の３Ｄコンテンツ検出処理、及び３Ｄ関連文字情報に基づき第２の３Ｄコンテ
ンツを検出する第２の３Ｄコンテンツ検出処理のうちの少なくとも一つの処理を実行する
ケースについて説明した。
【００７２】
　同様に、デジタルテレビジョン放送受信装置は、２Ｄフラグ（２Ｄ識別情報）に基づき
第１の２Ｄコンテンツを検出する第１の２Ｄコンテンツ検出処理、及び２Ｄ関連文字情報
に基づき第２の２Ｄコンテンツを検出する第２の２Ｄコンテンツ検出処理のうちの少なく
とも一つの処理を実行することもできる。この場合、デジタルテレビジョン放送受信装置
により表示されるコンテンツ検索条件設定画面は、第１の２Ｄ検出処理の設定を受け付け
る第１の２Ｄ検出処理設定項目、及び第２の２Ｄ検出処理の設定を受け付ける第２の２Ｄ
検出処理設定項目を含み、デジタルテレビジョン放送受信装置は、コンテンツ検索条件設
定画面を介して、第１の２Ｄコンテンツ検出処理及び第２の２Ｄコンテンツ検出処理のう
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ちの少なくとも一つの処理を受け付ける。
【００７３】
　さらに、デジタルテレビジョン放送受信装置は、第１の３Ｄコンテンツ検出処理、第２
の３Ｄコンテンツ検出処理、第１の２Ｄコンテンツ検出処理、及び第２の２Ｄコンテンツ
検出処理のうちの少なくとも一つの処理を実行することもできる。この場合、デジタルテ
レビジョン放送受信装置により表示されるコンテンツ検索条件設定画面は、第１の３Ｄ検
出処理の設定を受け付ける第１の３Ｄ検出処理設定項目、第２の３Ｄ検出処理の設定を受
け付ける第２の３Ｄ検出処理設定項目、第１の２Ｄ検出処理の設定を受け付ける第１の２
Ｄ検出処理設定項目、及び第２の２Ｄ検出処理の設定を受け付ける第２の２Ｄ検出処理設
定項目を含み、デジタルテレビジョン放送受信装置は、コンテンツ検索条件設定画面を介
して、第１の３Ｄコンテンツ検出処理、第２の３Ｄコンテンツ検出処理、第１の２Ｄコン
テンツ検出処理、及び第２の２Ｄコンテンツ検出処理のうちの少なくとも一つの処理を受
け付ける。
【００７４】
　以下、各実施形態についてまとめる。
【００７５】
　以下のコンテンツが想定される。
【００７６】
　（ａ）３Ｄコンテンツと断定できるコンテンツ（３Ｄフラグあり）
　（ｂ）２Ｄコンテンツと断定できるコンテンツ（２Ｄフラグあり）
　（ｃ）３Ｄ／２Ｄコンテンツと断定できないコンテンツ（３Ｄ／２Ｄフラグなし）
　さらに、上記（ｃ）については以下に分類することができる。
【００７７】
　（ｃ１）３Ｄコンテンツの可能性があるコンテンツ（３Ｄ関連文字情報あり）
　（ｃ２）２Ｄコンテンツの可能性があるコンテンツ（２Ｄ関連文字情報あり）
　（ｃ３）３Ｄ／２Ｄコンテンツの可能性すら判別できないコンテンツ（３Ｄ／２Ｄ関連
文字情報なし）
　デジタルテレビジョン放送受信装置は、（ａ）、（ｂ）、（ｃ１）、（ｃ２）を区別し
てコンテンツを検索することができ、区別して検索した結果を出力（表示）することがで
きる。つまり、デジタルテレビジョン放送受信装置は、３Ｄフラグに基づき３Ｄコンテン
ツを短時間で確実に検索することができ、また２Ｄフラグに基づき２Ｄコンテンツを短時
間で確実に検索することができ、その上、３Ｄ関連文字情報に基づき３Ｄコンテンツの可
能性があるコンテンツを検索することができ、２Ｄ関連文字情報に基づき２Ｄコンテンツ
の可能性があるコンテンツを検索することができる。
【００７８】
　これにより、例えばデジタルテレビジョン放送受信装置は、３Ｄフラグに基づき検索さ
れた３Ｄコンテンツに関する３Ｄ検索結果情報を先に出力（表示）し、後から、３Ｄ関連
文字情報に基づき検索された３Ｄコンテンツに関する３Ｄ検索結果情報を出力することが
できる。同様に、デジタルテレビジョン放送受信装置は、２Ｄフラグに基づき検索された
２Ｄコンテンツに関する２Ｄ検索結果情報を先に出力（表示）し、後から、２Ｄ関連文字
情報に基づき検索された２Ｄコンテンツに関する２Ｄ検索結果情報を出力することができ
る。
【００７９】
　以上により、デジタルテレビジョン放送受信装置は、今後増加することが予測される３
Ｄコンテンツを効率よく検索することができ、３Ｄコンテンツの快適な視聴環境、３Ｄコ
ンテンツの快適な視聴予約環境、３Ｄコンテンツの快適な録画予約環境を提供することが
できる。
【００８０】
　なお、上記したモジュールとは、ハードウェアで実現するものであっても良いし、ＣＰ
Ｕ等を使ってソフトウェアで実現するものであってもよい。
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【００８１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００８２】
　１…デジタルテレビジョン放送受信装置、１４…映像表示部、１５…スピーカ、１６…
操作部、１７…リモートコントローラ、１８…受光部、１９…メモリカード、２１…ＬＡ
Ｎ端子、２２…ＨＤＭＩ端子、２４…ＵＳＢ端子、４７…アンテナ、４８…入力端子、４
９…チューナ、５０…ＰＳＫ復調モジュール、５１…信号処理モジュール、５２…アンテ
ナ、５３…入力端子、５４…チューナ、５５…ＯＦＤＭ復調モジュール、５６…チューナ
、５７…アナログ復調モジュール、５８…グラフィック処理モジュール、５９…音声処理
モジュール、６０ａ～６０ｄ…入力端子、６１…ＯＳＤ信号生成モジュール、６２…映像
処理モジュール、６５…制御モジュール、６６…ＲＯＭ、６７…ＲＡＭ、６８…不揮発性
メモリ、６９…カードＩ／Ｆ、７０…カードホルダ、７３…通信Ｉ／Ｆ、７４…ＨＤＭＩ
Ｉ／Ｆ、７６…ＵＳＢＩ／Ｆ、１０１…内蔵ＨＤＤ、１０２…コンテンツ検索モジュール

【図１】 【図２】

【図３】
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